
出産直後の母子接触と｢母と子の絆｣I
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アメリカ合衆国のCaseWesternReserve大学

のKlaus,M.H.とKennell,J.H.らは,1972年に

出産直後の母親と乳児との接触が,その後の母親

の乳児に対する愛情の粋 (affectionalbonding)

やアタッチメントの形成に与える効果に関する最

初の実験的研究を行った｡KlausとKennellらは,

この報告以後も対象となった母子を追跡研究し,

生後3日間における16時間の余分の母子接触が,

母親の子どもに対する行動に1年以上もの長期に

わたって影響力をもつことを見出したのである｡

この事実から,彼らは出産後まもなくの母親には,

子 どもに対 して感受性が最 も強 くなる敏感期

(sensitiveperiod)が存在すると主張し,この時

期に母親は他のどの時期よりも,乳児に対するア

タッチメントや粋を結びやすいとしたのである｡

したがって,Lamb,M.E.(1983)の指摘にみられ

るように,この時期に母子分離を体験した母親に

は様々なタイプの偏った親行動が生じやす くな

り,そうした悪影響に打ち勝つためには相当な努

力が必要になるという考え方が登場してくるので

ある｡

こうしたKlausやKennellの主張の背景には,

動物の母子関係を対象にした研究結果や,出産直

後から長期の母子分離を体験した未熟児やノ､イリ

スク児の母親行動の障害 (motheringdisorders)

に関する知見が存在している｡たとえば動物の母

子関係を取 り扱った研究として,Kennellら(1974)

は羊や山羊といった動物では,誕生直後の短期間

(1-2時間)の母子分離が,明らかに異常な行

動をひきおこし,母親は自分の子どもを無視した

り,頭で突いて拒絶したり,自分の子どもとその

他の子どもとを区別せずに授乳するとしたCol-

1ias,M.(1956)や Hersher,Letal.(1958)の研

究,また山羊では,誕生後の最初の5分間のうち

に,安定し且つ特異的な母と子の粋を形成するこ

と,すなわち,もし子山羊が母親とこの短時間の

うちに接触するならは,その子山羊は母親から授

乳され保護されるが,最初の5分間のあいだ子山

羊が取 り去られてしまうと,母親はその子山羊を

拒絶し,保護することを拒否することを見出した

Klopfer,P.H.etal.(1964)の研究を引用してい

るのである｡また未熟児や-イリスク児の母親行

動については,器質的な病気がないにもかかわら

ず順調に生育しない乳児には,早期産で誕生した

乳児の割合が非常に高いことを示 したAmbuel,

∫.etal.(1963)やShaheen,E.etal.(1968)の
研究や,早期産あるいは重い病気の乳児と母親に

よる子どもの虐待との関連,また新生児期の母子

分離と子どもの虐待との関連が,それぞれ非常に

強いことを指摘したElmer,E.etal.(1967)守

Klein,M.etal.(1971)の研究を紹介している｡

こうした研究結果から推論されて設定された,

人間の母親にも出産直後に特殊なアタッチメソト

期が存在するという仮説を支持する知見を見出し

たKlausとKennellらの一連の研究は,母子相互

作用に関心を抱く各国の発達心理学者,小児科医,

産科医に大きな衝撃を与え,従来は注意の払われ

ることが少なかった出産直後の時期の母子相互作

用を見直させるひとつの大きな契機となったので

ある｡

実際,このKlausとKennellらの主張によっ

て,現在の西洋社会で広く行きわたっている出産

直後の母子分離や未熟児の隔離保育に対して見直

しを行おうとする気運が生じ,以来多くの病院で,

新しく親となる人達が子どもを産むとき,またそ

の子どもと接触するときに体験する興奮,喜び,

達成感をできるだけ医療が妨害しないようにしよ

うとする配慮がなされてきている(Lamb,1983)0
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表1･Extendedcontact群とコントロール群の母親の臨床データ (FromKlausetal.1972)
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出産直後の母子関係をより自然で人間的なものに

することを促進させたのは,KlausとKennellら

に負うところが大きいのであり,親が出産直後の

子どもとの接触から経験する子どもに対するポジ

ティブな情動体験を尊重しようとする医療環境の

変化は望ましい変化にちがいない｡

しかし,最近,KlausとKennellらの主張が立脚

している証拠の正当性については多くの疑問が提

出され論議されてきている｡この拙論では,出産

直後の母子接触効果に関する代表的な研究を紹介

しながら,こうした論議の経緯を明らかにしてい

くことになろう｡

I EarlyandExtendedContactに
長期効果を見出している研究

1) KlausとKennellおよびその共同研究者た

ちの研究

④Klaus,M.H.etal.(1972)の研究

Klausらは,人間の母親に特定のアタッチメン

ト期が存在するという仮説を検討するために,正

常な満期産児を出産した28名の初産の母親を,コ

ントロール群とearlyandextendedcontact(早

期および長期接触)群に振り分け,その後の両群

の母親の子どもに対する行動を比較した｡表 1に

はこの両群の母親の臨床データが示されている｡

コントロール群に割り当てられた14名の母親に

は,合衆国の病院でルーティンに行われている乳

児との接触方法,すなわち出産直後に乳児を一目

見せ,生後6-12時間のときに子どもの確認のた

め短時間の接触をさせ,それ以後は4時間ごとの

授乳のために20-30分間接触させるという方法が

取られている｡

IMJLIc. 1FenJle.

一万,14名のextendedcontact群には,コント

ロール群と同一の接触手続きを取る以外に,ヒー

トパネル付きのベッドで出産後3時間以内の1時

間裸の乳児と一緒にさせ,また出産後の最初の3

日間はコントロール群よりも1日5時間だけ多く

接触の時間が設けられている｡したがって出産後

の3日間のあいだにコントロール群よりも16時間

多い接触時間をもっているのである｡.

Klausらは,この両群の母親の出産後 1カ月時

の母親行動を比較するために,母親に生後28日～

32日日のあいだに子どもと一緒に病院に来てもら

い,3種類の異なった観察を行った｡その観察の

方法は,①一定の質問がなされる面接 (stand-

ardizedinteⅣiew),②子どもの診察中にみられ

る母親の行動の観察,③子どもに授乳していると

きの母親を撮影して分析するというものである｡

(一定の質問がなされる面接の結果)

次の2項目の質問に対する選択肢の得点の合計が

分析されている｡

質問1.赤ちゃんがすでにミルクを飲んで

おり,おむつも濡れていないのに泣

いたとき,あなたはどうしますか｡

(得点)

0-いつも泣かせっぱなしにする

1-泣かせっぱなしにしていることが多い

2-抱きあげることが多い

3-いつも抱きあげる

質問2･赤ちゃんが誕生してから外出した

ことがありますか｡そのときあなた

はどう感じましたか｡

(得点)

0-外出中は気分が良かった

1-外出中は赤ちゃんのことを考えていた
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2-外出中に赤ちゃんのことが心配になっ
た

3-赤ちゃんを残して外出しようとは思わ

なかった

この2つの質問から得られた得点の合計点を,

コントロール群とextendedcontact群とで比較

したところ,extendedcontact群のほうが有意に

高く (P<.05),乳児が泣いた場合には抱きあげ

ることが多く,また乳児と一緒に家にいることも

多かったのである｡

(診察中にみられた母親の行動観察の結果〉

次の2項目の母親の行動が観察され,得点化さ

れている｡

観察項目1.母親は椅子に座って眺めてい

たか｡

(得点)

0-座ったままで無関心であった

1-座ったままで眺めていた

2-ときどき立って眺めていた

3-いつも立ったままで眺めていた

観察項目2.赤ちゃんが泣いたとき,母親

はなだめようとしたか｡

(得点)

0-赤ちゃんを無視した

1-たまになだめた

2- ときどきなだめた

3-いつもなだめた

ここでも観察項目1,2の合計得点は,両群間

で有意差がみられ (P<.02),extendedcontact
群の母親は診察中に立ったままで見守っているこ

とが多く,診察中に乳児が泣いた場合にもあやし

てなだめることが多いことが見出されている｡

(授乳児の母親の行動分析の結果)

授乳時の母親の行動を分析するために,ワンウ

ェイミラーを通して1分間に60フレームの速度で

15分間の撮影が行われた｡母親には撮影されてい

ることが知らされており,また好きなだけ時間を

かけて授乳してよいことが教示されていた｡母親
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図1.生後1カ月時におけるExtendedcontact群と

コントロール群の母親のenfaceとfondling

の出現率 (FromKrausetal.1972)

と乳児の行動は1秒ごとに分析され,最初から600

フレーム (10分間)が母親の所属する群を知らな

い分析者によって分析の対象とされている｡分析

された行動項目は25種額であり,育児の技術に関

するもの (例 :授乳時の哨乳ピソの位置)から,

母親の乳児に対する関心や愛情に関するもの (例

:母親の体と乳児の躯幹との接触,愛撫の量)に

までおよんでいる｡

分析の結果,両群間には育児の技術に関する行

動にも,母親が乳児を見ていた時間の量にも有意

差はなかったが,enface行動(顕と顔とを見合わ

せる行動,すなわち母親が顔を回して,自分の目

と乳児の目とが同一の平面上でしっかり合うよ

うにする行動)と,fondling行動 (愛撫行動,す

なわち授乳とは無関係に母親が自発的に行 う

stroking,kissing,bouncing,cuddlingといった

行動)の出現率は,extendedcontact群の母親に

有意に多く(P<.05)出現したのである (図1)a

以上の結果から,Klausらは出産直後の母子の

接触は,少なくとも1カ月間は母親の乳児に対す

る行動を変えさせる効果をもつことを指摘し,こ

の出産直後の時期を "maternalsensitiveperiod"
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図2.1歳時の面接での母親の回答

(FromKennelletaI.1974)

と命名 したのである｡さらにKlausらは,Ru･

benstein,∫.(1967)やBell,S.(1970)らの母親の

乳児に対する関心の増加は,乳児ゐ探索行動や認

知行動の発達を促進させるという研究報告を引用

し,earlyandextendedcontact群の母親で観察

された乳児に対する関心の高さ,また乳児の泣き

に対する応答の良さは,乳児との相互作用を促進

させる効果をもち,乳児の以後の発達に良い影響

をもたらすであろうと論じたのである｡

⑥Kennell,J.H.etal.(1974)の研究
この研究でKennellらは,上記のKlausらの研

究で対象となった母子の生後 1年時の母子相互作

用を観察 し,この時点でもコン トロール群 と

earlyandextendedcontact群の母親行動に違い

がみられるかどうか検討した｡

観察は母親とはなじみのない観察者によって,

次の7種類の異なった状況のもとで行われてい

る｡すなわち,(》母親との面接,②体重測定と-

マトクリット測定をともなう身体検診,③母子の分

離場面(母親が ドアの後に隠れ,再び戻ってくる),

④母子の写真撮影,⑤母 と子の自由遊び,⑥

Bayley発達検査,⑦授乳時の撮影である｡

①の面接では,｢赤ちゃんの誕生後,あなたは働
きに出たり,学校へ行ったりしましたか｣という

質問がなされ,コントロール群の母親では7名,

earlyandextendedcontact群では6名が ｢ほい｣

と答えている｡さらに｢はい｣と答えた母親には,

｢そのとき,どんな気分だったですか｣と尋ねて

いるOまた(塾の身体検診の場面では,15秒ごとの

母親の位置と行動が記録されている｡

その結果,1歳の時点でも両群の母親に面接で

の質問に対する答えと,乳児の身体検診場面での

行動に有意差がみられている｡まず面接での質問

に対する答えをみると,仕事や学校にもどった母

親の場合,extendedcontact群の母親もま赤ちゃん

のことで気を操み,赤ちゃんがいなくて非常に寂

しかったと答えることが多かったのに対し,コン

トロール群の母親は赤ちゃんのことについて言及

しないことが多かったのである(図2)｡また検診

場面での母親行動も,extendedcontact群の母親

のほうが,医者を助けながら診察台の近くに立っ

ていることが多く (P<.05),乳児の泣きをあや

してなだめる行動も多い傾向にあることが見出さ

れている｡

㊤Ringler,N.M.etal.(1975)(1976)_の研究

Ringlerら(1975)は,コントロール群とearly

and extendedcontact群 それぞれ5組の母子

を対象にしたフォローアップ研究で,自由遊び場

面での母親から子どもへの話しことばの特徴とし

て,extendedcontact群 の母親のほ うが質問

(P<.05)早-主題あた りの単語数 (P<.05),

また形容詞の使用頻度(P<.02)が高く,逆に命
令することが少ないこと(P<.05)を見出してい
る｡

また生後 5年目での研究報告 (1976)では,

extendedcontact群の母親の子どものほうが,育

意に高いIQを示し,言語テストでも高い得点が

得られたとされている (Klaus&Kennell,1976)a

④Hales,D.J.etal.(1977)の研究

Halesらは母親のsensitiveperiodの範囲を検

討するために,母親をearlycontact群,delayed

contact群,コントロール群の3群に分け,各群の

母親の行動を比較した｡

対象となった母親は,ガテてラ共和国のガテマ

ラ市にあるルーズベルト病院で,ルーティンの経

陛分娩をした16-35歳の60名の健康な初産婦であ

った｡ルーティンの経歴分娩とは,局所麻酔によ

る会陰切開術が施行され 鎮痛剤の服薬はなく,

甜子も使用されない場合をさしている｡対象児は

満期で誕生した健康児で,出生体重は2100-3500
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表2.各群の母親と乳児の特徴 (FromHalesetal.1977)

CItnrllClcrl'StJ'CJ 血rlycoTLrqCt DC/Oye.dColtIocL Co/tIrOI ♪

Mot/tersMeanage(y√s) 19.1(SD3.5) 19.4(SD2.8) 19.4(SD3.5) NS●
MarilaⅠstatus-sJngTe 5 6 4 NS+lL

-Tnarricd 15 14 16

InJTu′ttSMcanwcight(g) 2882(SD342.0) 2842(SD396.1) 3005(SD351.4) NS●
Se.I-ma一e 6 7 】3 NS●●

●ANOVA l" 1.I

表3.生後36時間のときの母親行動のスコア (FromHalesetal.1977)

lBe/'E'l●ior l血rlyro"t〝ぐ′ DC/OycdE.OnrOr′ Ic0,,fro/ l J,

l MenIISD 〃paI7SD MpnrlSD

Era"orexccittEPnya-:ZaJ'ntaJ.m.ng 世 i7:.… 10.4 6.2 8,6 6.6 <.Ol●
34.9 19.4 31.6 J6.8 NS●

'ANOVA;carlycontact!cL,r.trot

g,大部分の対象児が合衆国の中流階層の母親が

産んだ新生児と較べると,痩せてお り栄養状態が

悪かった｡また仮死,感染症,先天性奇型のみら

れた児は除外されている｡

これ らの母子が20組ずつ ランダムにearly

contact群,delayedcontact群,コントロール群

の3群に分けられており,蓑2にはその各群の母

子の特徴が記されている｡

earlycontact群では,会陰切開の縫合中に,分

娩台の上で乳児が母親にわたされ その後すぐに

個室に移され,そこで母親は45分間ヒートパネル

の下で裸の乳児と肌と肌を接触させて横になって

いた｡

delayed contact群では,生後12時間のときに

earlycontact群と同様の肌と肌との接触を母子

が行った｡

コントロール群では,出生後,乳児を新生児室

に連れて行 く前に母親に乳児を見せ,それから約

12時間後に身体が布でくるまれた乳児が看護婦に

よって母親のベッドに連れてこられている｡これ

がこの病院でルーティンに行われている方法であ

る｡

乳児は各群とも,7ベッドある部屋に午前 9時

から午後 5時まで母親と一緒におり,全員が2日

間の入院中にはbreast-feedingをうけた｡またヒ

ートパネル付きのベッドでの45分間のコンタクト

以外での母子への看護は各群とも同じであった｡

母親の行動観察は,生後36時間のときに,母親

の所属する群を知らない1名の観察者によって行

われた｡母親は観察時には,普段 と変わ りな く

breast-feedingをしたり,話しかけたり,世話をし

たりしていた｡観察時間は15分間であり, 1分ご

とに初めの15秒間の母親の行動がチェックされ

ているO母親の行動は,affectionatebehavior(餐

情表現的行動),proximity･maintainingbehavior

(近接維持行動),Caretaking(世話行動)の3種

類に大きく分類されている.

観察の結果は,affectionate behaviorにのみ

earlycontact群 とコン トロール群 で有意 差

(P<.01)がみられたのである (蓑3)｡すなわ

ちeariycontact群の母親はコントロール群より

も有意に多くのaffectionate behaviorを示し,

delayedcontact群のそれは両群の中間にあるこ

とが示 されている｡この研究ではaffectionate

behaviorとして,enface行動,lookingatthe

baby(乳児を見る),talkingtothebaby(乳児

に話しかける),fondling(愛撫する),kissing(辛

スする),smilingatthebaby(乳児を見て笑う)
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表4.母親の■enface'行動のスコア (FromHa一esetal.1977)

Ear/yro,"nct ー Dphycdcon,act J con,rot ♪

+ScheLTctest

という6種類の行動が挙げられている｡

またholdingtheinfant(乳児を抱く)行動とい

ったproximity-maintainingbehaviorでは有意

な群問差はみられていないが,この行動の場合に

もearlycontact群の得点が一番高く,その次が

delayedcontact群であり,最後にコントロール群

がきている｡

次にaffectionatebehaviorを構成する6種板

の行動について検討した結果では,enface行動

にだけ有意な群間差が見出されている(表4)｡す

なわちearly contact群の母親はdelayed con･

tact群 (P<.05)やコントロール群 (P<.01)
よりも有意に多くのenface行動を示しているの

である｡

Halesらは,出産直後の時期にプライヴェイト

な母子のskin-to-skin contactを経験したearly

contact群の母親は,この経験をもたなかった母

親よりも有意に多いaffectionatebehaviorを示

したことから,earlycontact群の母親は乳児に何

か特別なもの(extra)を付与したのではないかと

みなしている｡特にenface行動をdelayedcon-

tact群やコントロール群よりも有意に多くして

いることは,出産直後の接触の重要性を強調して

いるとみなしている｡何故なら,enfaceLようと

する母親の関心は相互作用 (reciprocalinter

action)の状況を設定しようとする母親の気持ち

の反映であるとみなされるからである (AIs,H.

1975)｡確かに,このenfaceの位置で乳児は母親

からの刺激を最も多く受けやすく,この母親から

の刺激をきっかけに乳児が微笑したり,母親の顔

に視線を向けたりすることになり,こうした乳児

の行動が再び母親の乳児への行動を刺激すること

になるのであろう｡

KlausとKennellは,これまで紹介してきたよ

うな研究や臨床的な報告を集約した "Maternal･

infantbonding"(1976)で,出産直後の時期は母

親の子どもに対するきずなが成立する上で重要な

意味をもち,その影響は1年間あるいはそれ以上

にもわたると考えられるとし,さらにこうした事

実は出産直後に母子のアタッチメントの形成にと

って最適な時期であるmaternalsensitiveperiod

が存在するという仮説を支持していると結論づけ

ているのである｡

2) deChateauとWibergの研究

母子のearlycontactが乳児に対する母親の行

動に長期的影響力をもつことを示した研究として

紘,KlausとKennellらの研究以外にスウェーデ

ンのUmea大学のdeChateauとWibergのもの

がよく知られている｡

⑤deChateau,P.&Wiberg,B.(1977a)の研究
KlausとKennellらの研究では,出産後3時間

以内のearly contactと生後 3日間にわたる

extendedcontactが母親行動に及ぼす効果を検

討しているのに対し,deChateauとWibergは出

産直後のearlycontact(extracontact)だけの

効果を問題にしている｡

対象とされた母子は,妊娠中と分娩時に異常が

ない健康な母子62組で,いずれもUmea地区に居

住している｡この62組の母子は,ルーティンの看

護を受けた初産の母子20組 (P群)と経産の母子

20組 (M群),そしてextracontactを受けた初産

の母子22組(P十群)から構成されている｡(以下,

P群,M群,P+群と記述する｡)

そしてこれら3群の母親の平均年齢,社会的階

層,教育水準,出生前のクリニックへの来所回数,

妊娠中の母親の体重の増加量,また父親の分娩場

面-の参加率には差がないように配慮されている｡
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表5.生後2日時のbreastイeeding中の母親と乳児の行動 (FromdeChateau&Wiberg1977a)

Figuresdcnotcmeanfrequencyorbchavl'ourduringthetwenty]5seeobseryationperiods･P+王prLmlparOUSmOlh一
trSandinfantsvH'thextracontact.P=primlParOuSmothersandinfantswithroutinecare.M=multlparousmothersand
infantswithrouthleCare

Meanfrequencies

Obscrvation
P+ P M
(n=22) (n--20) (n--20) P+lP P+/M P/M

Mo一yingdown
Mo)eaningoncJboW
Mosittingup
Infantcrylng
Holdshranl
Encompasslng

8.1 .9.2 3.2
2.4 7.9 3.5
10.1 3.3 13.6
1.0 2.4 0.5
10.9 2.9 11.7
9.3 5.3 10.9

0.04
0.02
0.009 0.2
0.2
0.001
0.1

0.02
0.08
0.003
0.03
0.0005

9･03

ルーティンの看護とは,出産後に乳児の身体を

タオルで清拭してから母親に短時間見せ,その後,

体重測定,沫浴,身体計測,点眼のために母親か

ら30分ほど離される｡着衣された乳児はべビ-ベ

ッドに寝かされ,母親のベッドの横に連れてこら

れる｡そこでは,母親は乳児を見ることも,その

顔に触れることもできる｡母親と乳児そして分娩

場面にしばしば参加する父親は,出産後約2時間

は分娩室に一緒に留まり,それから母親の部屋に

移されるという手順をふんでいる｡

一方,P+群ではこのルーティンの看護以外に,
身体がタオルで清拭され贋帯の結紫が終ってか

ら,助産婦が裸の乳児を母親の腹の上にうつ向け

に乗せ,乳児の背中の上にはブランケットがかけ

られている｡この母と子のskin-to-skincontact

(裸の接触)は出産後約10分のときに開始され,

それから約5分後には助産婦が乳児を母親の胸の

上に移し,乳児が母親の乳首を吸うことができる

ようにされている｡この･extraCOntCatはおお

よそ10-15分間続けられ,出産後25-30分頃にル

ーティンの看護手順に移されている｡

出産2時間後から生後6-8日の退院までの母

親への看護は,P群,M群,P+群とも同じであ
った｡すなわち,最初の3日間は昼間に4時間ご

との授乳を母親が行ったが,夜とその授乳時間以

外は,乳児は母親から分離され新生児室で看護さ

れた｡生後4日以後から乳児は昼間は母親の部屋

に移され,母親は乳児の世話に積極的な役割を取

るようになり,入浴させたり,おしめや衣服を取

り換えたりした｡

母親の行動観察は,生後36時間 (レンジ32-40

時間)のときに母親の部屋でbreast-feeding中に

行われた｡観察は1名の観察者によってなされ,

観察者には母子がどの群に属しているかは知らさ

れていない｡母親はすべて4人部屋におり,観察

中に他の母親たちはいつも通りに自分の子どもの

世話をしていた｡観察時間は15分間であったが,

1回の観察イソタグァルは15秒間で,そのインタ

ヴァル後の30秒間で観察の記録がなされた｡した

がって観察イソタグァル数は20になる｡観察行動

項目数は35であり,観察インタヴァル中に行動が

生じた場合には1が与えられた｡この得点の合計

が行動頻度とされたので,行動の最高頻度は20と

なる｡

結果は表 5にみられるように,extracontactを

受けた初産婦 (P+秤)はルーティンの看護だけ

を受けた初産婦 (P群)と比較して,肘にもたれ

かかることが少なく (P<.02),起きて座ってい

ることや (P<.009)乳児を抱いていること
(p<.001)が多いことが見出されている｡また

p十群とル二ティンの看護を受けた経産婦(M群)
とでは,横になって寝ている行動だけがP+群に

多い(P<.04)だけで,残りの行動には有意差が
なく,P+群はM群とよく似た行動をしているこ
とが知られよう｡

deChateauとWibergは,母親との面接で,母

親と自分の母親との関係,夫との関係,妊娠の計

画性,妊娠 ･出産 ･乳児に対する準備の程度など

に関してP+群とP群の母親に違いを見出せなか

ったとし,出産直後のextracOntaCt,つまり15-

20分の母子の裸接触がKlausとKennellらの研

究にみられる効果と同様の影響を母親に与えたの
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表6.乳児の性差による母親行動の違い

(FromdeChateau&Wiberg1977a)

P+=pTlmlParaeWithextracontact.P=pnmlParaeWith
routinecare,M三muZtJParaeWithroulinecare

P+group P･group M･group
(128-109)(138-79)(108-109)

Observation p-vaTues p-va一ue p･Yalue

Burps
Infantonknees
Ho一ds
Encorrtpasslng
Enface
Talkstoinrant
Smlnesatinfant

一
一
一
l
一
一
一

であるとみなしている｡したがって,この研究で

は出産後の最初の数時間が,母親行動に影響を与

える最も重要な時期であるということになり,こ

れは先に紹介したHalesら (1977)の研究結果と

一致した傾向を示しているといえよう｡しかし

Halesらの研究結果では,enface行動に有意差が

みられたのに対し,deChateauとWibergの研究

では差のある行動として出現していない｡母親行

動としてenface行動が重要祝されることが多い

ことを考慮するならば,両研究結果にみられたこ

の差異は注意しておかねばならないだろう｡

またdeChateauとWibergの研究で興味深い

ことは,extracontactが女児と母親のペアよりも

男児と母親のベアのほうに大きな効果をもつとい

う事実である｡蓑6をみると,男児と女児に対す

る母親行動に有意差のある項目が一番多いのは

P+群であることが知られようO男児の母親に有

意に多い行動は,排気させる (P<.04),抱 く

(P<.02),乳児を見て笑う (P<.02),そして

enface行動 (P<.04)であり,女児の母親に有

意に多い行動は,乳児に話しかける行動(P<.01)
である｡しかし,この論文では,子どもの性差に

よって母親行動に何故に差が生じるのかについて

は論じられていない｡

(砂deChateauとWiberg(1976)の研究

この研究では, P+群とP群の母子が生後3カ

月のときに家庭で観察されている｡母子の自由行

動場面が行動観察の対象とされ,母親にベル,ガ

ラガラ,つり輪が渡され,それらの使い方は母親

の自由にまかされた｡観察時間は10分間で, 1分

表7.乳児の行動と母親行動 (男児)

(FromdeChateau&Wiberg1977b)

Meanfrequency

Obsen/ation
P+ P I)･Value
(nEH) tn=12) P+/P

IIJTlJIJlbpJl〟l･iour

SmHing/一aughing
MLJIe〝MIbeJlaIll-our
Lookscnrace
SrnJles
KJ'sses
Olh亡rSpresent

3.0 1..1 0.03

4.6 0.8 0.01
5.9 3.7 0.07
I.2 0.3 0.OI
4.8 1.5 0.08

表8.乳児の行動と母親行動 (女児)

(FromdeChateau&Wjberg1977b)

MeanfrequerLCy

Observation
P+ P p･va]de
(〟-IO) (〃=7) ♪十〝'

In/antbe/1aVloLLr
Eyesclosed
Eyesopen

ML7temoIbeJlaVl'oJJr
Cleans

0 2.9 0.08
10.0 7.1 0.04

0.1 1.1 0.02

ごとに最初の15秒間の行動が61項目にわたって記

録された｡行動が15秒間のあいだに生じると1が

与えられたので,最高頻度は10になる｡観察者に

は,母親がP+秤,P群のどちらに所属している

かは知らされていない｡また観察者は母親と個別

的な面接も行っており,妊娠,出産,病院での1

週間,家庭での3カ月間にまつわる母親の心理状

態についての質問を行っている｡

その結果,男児の場合には(表 7),P+群の母

親 の ほ うがenface行 動 (P<.01)もキ ス

(P<.01)も有意 に多 く,笑 いか け る行動
(p<.07)でも多い傾向がみられている｡また乳
児側の行動でも,P+群のほうに微笑や笑いが有
意に多いことが知られよう (P<.03)｡
女児の場合には(表8),P群の母親のほうが子

どもをナプキンやテイシューできれいにする行動

が有意に多く (P<.02),P+群の乳児のほうが

眼を開いていることが多い (P<.04)ことが見出
されている｡

また男児と女児を一緒にしたP+群とP群との

比較では (表9),P+群の母親のほうがenface

- 34-



行動 (P<.008)もキス (P<.009)も多く,逆

に子 どもを きれいにする行動は少ない こと

(P<.05),乳児の行動では,P群に泣きが多く

(P<.02),P+群に微笑や笑いが多い(P<.02)
ことが見出されているのである｡

母親との面接では,夜間の乳児の覚醒頻度が両

群で同じであり,またP+群の乳児のほうが2倍

も長い時間,夜中に授乳されているにもかかわら

ず,P群の母親のほうが夜の授乳に多くの問題を

訴えている｡さらにP群の母親は,退院後の家事

の手伝いをP+群よりも長い期間うけており,乳

児に対する適応もいくらか劣っているとされてい

る｡breast-feedingがp+群の母親に多いことも

見出されている｡

こうした結果から,de ChateauとWibergは

extracontact効果は生後3カ月の時点でも存続

し,ポジティブな影響力をもつことが予期される

母親行動がP+群でより多く生じているとしてい

る｡たとえは乳児の行動では,泣きはP群で微笑

はP+群でより頻繁に生じているが,泣きは母子

の同調性の発達の乏しきを示すサインであると

し,P群の母親に多く生じた子どもをきれいにす

る行動をsoothing(なだめ)行動と解するならば,

子どもをきれいにする行動が多いことはP群の乳

児にみられる泣きの多きに起因するのではないか

としている｡一方,乳児の微笑と笑いはP+群で

多く生じているが,これは母親に本能的な反応を

ひきおこす解発刺激として働き,ポジティブな母

親行動を活性化する役割を果しているのであり,

これがP+群の母親にキスやenface行動といっ

たaffectionate(愛情表現的)な行動を多くさせて

いるのであろうと考えられている｡また子どもの

性差によって生じた母親行動の違いについては,

男児と女児に対する母親の期待に起因する母親の

態度の違いによってもたらされたものとみなされ

ている｡

以上 の よ うに,KlausとKennellそ してde

ChateauとWibergの一連の研究を紹介してきた

が,これらの研究結果には細部に異なる点もある

ものの,いずれも母子間のearlyandextended

contactが数カ月以上後までも母親と乳児の行動

に影響力をもつことを見出している｡こうした長

表9.乳児の行動と母親行動 (男児､女児)

(FromdeChateau&Wiberg1977b)

MeaTlrTtquenCy

Obseryal1-on
P+ P p･Yalue
(rl=21) (n=79) P+/P

ln/tLnIbpltllVioIJr

Crying
Smning/Iaughing

″aternalbehavio〟r

Looksenrace
Kisses.
C一ean～

0.2 1.2 0.02
2.7 1.4 0.02

3.1 0.8 0.008
1.1 0.3 0.咲)9
0.1 0.5 0.05

期効果を見出している研究として,ここに紹介し

た研究以外にもKontos,D.(1978),Siegel,E.et

al.(1980),Ali,Z.&Lowry,M.(1981),Anisfeld,

E.& Lipper,E.(1981)の研究が知られている

(Lamb,1983)0

ⅠI EarlyandExtendedContactに
短期効果 しか見出していない研究

earlyandextendedcontactに関する最近の研

究のなかには,earlyandextendedcontactが母

親行動に与える効果は長期間にわたるものでな

く,ほぼ新生児期に限られ,新生児期以後にはそ

の効果は衰退するという結果を見出している研究

が増加してきている｡次にこうした研究をいくつ

か紹介してみたい｡

1) Schaller,∫.etal.(1979)の研究
スウェー≠ソのGGteborg大学のSchallerら

は,彼ら自身の一連の研究結果(Carlsson,S.G.&
Schaller,∫.etal.1978.1979.)をふまえて,con-

tact条件と看護条件を組み合わせ,その効果を検

討しているo

contact条件 としては,Limited Contcatと

Extended Contactの 2条件があ り,Limited

Contactでは,母親は出産直後,乳児を最高5分間

抱かせられるが,その後,乳児を母親のベッドと

は別のベビーベッドに寝かせたのに対 し,Ex-

tendedContactでは,母親は出産直後の1時間,

裸の乳児を母親自身のベッドで預けられている｡
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表10.行動カテゴリー (FromSchaHeretaL1979)

DesCTiplion

ProJ(imoI仙 yI'○′

〟od- rubscN･PQfsdt.dlild-onotei-burp･
仙 れ●rkiISeSdTedlildo,trirW ithlofoce-†〇･focH ontod.
八〇dw toudts～tejnfonI一Iboreskin.

Nod.erpc.-H rofhedpc.r-i0日nfonf･

八〇心rodiLJSIsinfEmÌHJofhirq.

PnzJ'tr7〇･d;slolbeh ▼ior

〟odwrforksloinfonI.

'̀Enfc･Ce/'仙 dler(粕 nsherfocein仙 scneye'Ikolplon●ofrotolionos～te-'nfonrI(Robson,1967).
仙ofher一miresOIinlonl.

看護条件にも01dRoutineとNewRoutineの

2条件が設けられており,OldRoutineでは看護

婦の関心が主に新生児の看護に向けられたのに対

し,NewRoutineでは看護婦の主要な関心が母親

への助言や援助に払われるようにされている｡

対象にされた母子は46組で,次の3群に分けら

れている｡

A群 :ExtendedContact+NewRoutine(15
組)

B群 :ExtendedContact+OldRoutine(17

組)

C群 :LimitedContact+OldRoutine(14組)

対象の母親は,安定した社会生活をいとなんで

いる健康な初産婦で,ランダムに選択されている｡

また出産時にも新生児期にも問題となることはな

い｡母親の平均年齢は,3群とも25歳であり,揺

とんどの母親が計画的に妊娠している｡また平均

の教育年数は,母親 も父親 も12-13年である

(Carlsson,1979)o

行動観察は,生後2日,4日,42日に授乳場面

を対象にして行われている｡生後2日と4日では

すべての母親がbreast-feedingを行っていたが,

42日目では13名の母親がbottle-feedingに移って

いた(A群 :4名,B群 :5名,C群 :4名)｡生

後2日と4日が第1週,42日が第6週とされてい

る｡

観察は乳児が乳首をロにふくんだときから開始

され,乳首が乳児の口から離れて2分間経過する

まで続けられているO母親の行動はProximal

S
I

Ue
tUO
U

U

t2a
VV

30

1st 61h
week week

図3.授乳場面における母親の行動

(FromSchalleretal.1979)

behaviorとProximo･distalbehaviorに分 け ら

れ(表10),15秒ごとに行動の有無がチェックされ

た｡

結果の分析では,NewRoutineと01dRoutine

とでは母親行動に差がみられないことが明らかに

されているので (Carlsson,etal.1978),A群と

B群とは一つの群 (A+B群)としてまとめられ

ている｡

結果は図3に示されているように,Extended

Contactを受けたA+B群とLimitedContactの

C群とに,第 1週ではProximalbehaviorには差

がみられたが (p<.01),第6遇ではProximal

behaviorにもProximal-distalbehaviorにも有

意な差はみられなかったのである｡

この結果から,Schallerらは,出産直後の母子

のExtended Contactは生後 1週 目の母親 の

Proximalbehaviorにだけ影響力をもつが,その
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秦ll.各群の母親と乳児のデータ (FromGrossmannetaL1981)

Genderof Prim)p-
newborn Meanbirlh･ aras

Group

Mothers
with

qualihcd
education'

vcight - M亡anaSC -
n F M (ingrams) n % ormother lI %

Control
Earl)contact
Extendedcontact
Ear)yand

12 4 8
12 9 3
17 9 8

extcndedcontact 13 5 8
TolaI 54 27 27

3,340 7 58 28.3⊂
3,570 6 50 25.8
3.330 9 53 25.I

3.470 6 46 25.4
3,490 28 52 25.9

3
2
7

ノhV00

9
0
0

7
′0

1▲
l

'J

l
'J
7

1
9

4
'J
4

'J
っJ

d

5
4
00

4
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'̂ote.F-female.M-male.
'Atleast10yearsorschooleducationwithaqualifyingexamination.
blnanswertothequestion,I.Didyouor)glnallyplanthis
ònemotherwasovcr40yearsolagc.Forn-1;M =
Jonemotherdidnotwanttogivethisinrormalion.

影響力も6週間以内に消失するように思われると

している｡

2) Grossmann,K.etal.(1981)の研究

西 ドイツのRegensburg大学のGrossmann,K.

E.とGrossmann,K.らも,early and extended

contactの長期効果を見出すことはできなかった

が (Grossmann,K.E.etaL1981),短期効果を見

出すことには成功している (Grossman,K.etal.

1981)｡ここでは,後者の研究を取り上げてみよう.

研究対象となったのは54組の母子で,母親は ド

イツ育ちで,妊娠中に問題はなく,正常な分娩で

満期産児を出産している｡大部分の家族が中流階

層に属し,安定した生活を営んでいる｡表11に,

親と乳児のデータが示されている｡

Grossmannらほ,この54組.の母子をコントロー

ル群 (12組),earlycontact群(12組),extended

contact群 (17組),earlyandextendedcorltaCt

秤 (13組)の 4群に分け,母親の乳児に対する

touching行動を分析の指標 として,母子のcon･

tact効果を検討しているQ

touching行動を分析の指標として選択した理

由としては,乳児は自分の社会的パートナーを理

解する能力が制限されているため,touchingや抱

かれることは幼君乳児にとって非常に重要な情報

の媒介体であること(Ainsworthetal.1978),秦

らかで暖かい接触を好み,そうした接触時には静

かで穏やかな状態になること (Brazelton,1977)

などをあげ,理論的立場のいかんにかかわらず,

pregnancy?''
27.0.

多 くの科学者と小児科医はtouchと親密な身体

接触を乳児の正常で健康な発達にとって必須な条

件であると確信しているからであるとしている

(Ainsworth,etal.1978:Bowlby,1958:Bra-

zelton,1977;Hassenstein,1973:Ribble,1944;

Spitz,1945他)｡また過去に発表されたearlyand

extendedcontact効果に関する研究で,母親が影

響された行動は,抱く,愛撫する,キスするとい

った母親と子どもとの身体接触領域のものであっ

たことも考慮されている｡

コントロール群は,ルーティンの手順で分娩と

母子接触がもたれた｡すなわち出産後数分以内に

乳児が母親に見せられ,母親が短時間touchする

ことも許されている｡母親と乳児への処置が終っ

てから,乳児は服を着せられ,ベビーベッドに寝

かされ,上から布がかけられて,母親の分娩台の

横に移された｡母子は分娩室に2時間いて監視さ

れたが,母親がベッドの端に移動して手を伸ばせ

ば,乳児の頭にtouchすることができた｡その後,

退院まで母親は授乳をするために毎日5回,1回

約30分間,乳児を抱くことができるようにされて

いる｡

earlycontact群七は,ヒートパネル付きの分娩台

の上で,母親は裸の乳児を抱かされ,出産後最初

の1時間の内に少 くとも30分間の接触を体験し

た｡いく人かの母親は乳児をもっと長い時間抱い

ていることを希望したが,乳児を抱くことをいや

がる母親はいなかった｡30分経過後に母親が乳児

をベビーベッドに戻す時間を決定した｡その後退
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院までは,コントロール群と同じ看護条件にされ

ている｡

extendedcontact群では,出産直後の看護手順

はコントロール群と同じであるが,母親が病室に

移ってからは,毎日午前中4時間と夕方の1時間,

母親のベッドの横に乳児が連れてこられている｡

early and extended contact群では,early

contact群とextendedcontact群の両群で用いら

れた母子接触の手続きが併用されている｡

母子の観察はVTRによって授乳時に3回行わ

れ,1回目は生後 1日か2日,2回目は4日か5

日,3回目は7日から8日あるいは9日であった｡

VTRの記録時間は平均20分である｡母親行動の

分析は,VTRから母親の属する群を知らない観
察者によって行われている｡分析の対象とされた

母親行動はtouchingで,caretakingskin-to-skin

touchとtendertouchの2種榎に分燥されてい

る｡前者は養育目的に役立つtouchとされ,母親

の乳首を口にふくませて授乳する,乳児の頭や手

を点検したり清潔にしたりする,授乳のために乳

児を目ざめさせようとして頬を軽くたたいたり押

したりするといった行動が含まれている｡後者は,

遊びながら頬を柔かく撫でたり,やさしくたたい

たり押したりする,鼻や額にキスしたり撫でたり

する,顎や首をくすぐる,母親の指を握らせる,

耳たぶを軽くかむといった愛撫するタイプのもの

である｡

結果については群問差に関するものだけをみて

おきたい｡

caretakingtouchとtendertouch別に検討し

てみると,前者には有意な群間差はなく,後者に

のみ差がみられている｡図4は,各群のtender

touchの平均頻度を観察日別に示 したものであ

る｡この図を見ると,2/3日と4/5日ではearly

contact群,extendedcontact群,コントロール

群の順にスコアが低くなっているが,7/8/9日では

コントロール群のスコアが急激に伸び,一番高く

なっていることが知られよう｡またtendertouch

の出現時間の結果でも,この平均頻度の結果と同

様の傾向がみられている｡Grossmannらは,生後

7/8/9日の時点でコントロール群のtendertouch

が急激に増加した理由について,病院のルーティ

ンな処置のもとで生じる軽い母子分離条件のもと

〇一一一･･･o GR1:⊂ontrotgroup

△-→△ CR3･ext'nd'd｡onta｡tgroup

Jti GRl'earlland extendedContactgroup

図4.各群のtendertouchの平均頻度 (±1SD)
(FromGrossmannetal.1981)

では,母親が乳児に対して親密感をもつためには

より長い時間を必要としたことが想像されると

し,逆にearlycontact群では,母親が誕生後しば

らくの問,自分の子どもに対して感じる奇妙さ

(initialstrangeness)をコントロール群よりもず

っと早くなくしてしまったのであろうとしてい

る｡したがってearly contactは母親のtender

touchに影響するが,その効果は生後2/3日と4/5

日に限られており,7/8/9日にはその効果は消失し

てしまうものとみなされている｡

またextended contactを受けた群ではearly

contact群よりも.tendertouchが少なかったが,

その理由としてextendedcontactを1日5時間

経験 した母親は,授乳時以外の ときにtender

touchを十分に行っているためであろうとされて

いる｡

次にGrossmannらは,母親のtendertouch行

- 38-



■】■ttrnotklS

り‡Omln

加

払

加

相

は

l

一_上U
n
OL
L_PU_I

詰 り ti... t3

S0IZv
i

blpregnarty
pl■med

tl t2 t3 N I
pSoo2p{001 pSooos

JHeirlyCollt▲【tfnt25) H(nt17)
a1 nOe■TJyfo17は【t En事291 日 ,n=791

(7pregnJLrN:y
LJnPIAnn+d

Hh:B)
EH ln7101

図5.母親のtendertouch行動に対するearty contact効果と母親の妊娠計画の有無との関係 (FromGross･
mannetal.1981)

動に対するearlycontact効果と母親の妊娠計画

の有無との関連を検討している｡図5は,early

contact群とearlyandextendedcontact群を

earlycontactとし,extendedcontact群とコント

ロール群 とをno eary contactとした場合の

tendertouch行動の頻度を図示したものである｡

a)はすべての母親,b)は計画的に妊娠した母親,

C)は計画的に妊娠したのではない母親を対象に

している｡この図から,tendertouch行動に及ぼ

すearlycontact効果は計画的に妊娠した母親に

のみあてはまることが知られよう｡

このGrossmannらの研究は,母親のtender

touch行動に及ぼすearlycontact効果は生後 5

日頃までに限られ,生後7-9日までは持続しな

かったこと,またearlycontact効果は,母親の妊

娠の計画性の有無によって著しく影響される事実

を指摘した点が興味深い｡

3) Sostek,A.M.etal.(1982)の研究

合衆国のGeorgetown大学のSostekらは,正

常な満期産児とその母親34組を対象に,子どもの

養育に対する母親の自信度を測定する質問紙と母

子の行動観察などを用いてcontact効果を検討し

ている｡

児はすべて経歴分娩で誕生した第 1子であり,

白人18名,黒人14名,混血2名である｡母親の年

齢は18-41歳で,その社会経済階層は非常に多様

であった｡

6組の母子が分娩時の医学的理由から母子分離

されたが,この分離群の生後12時間から60時間ま

での48時間における母子接触 (乳児が母親の部屋

にいる)時間は平均7.9時間(レンジ :0-12時間)

であり,残りの非分離群のそれは平均22.3時間(レ

ンジ :14-31時間)であったことが,母親の看護

婦の日誌からわかっている｡

観察は生後2-3日に行われ,母親にできるだ

け自然に乳児を取 り扱ったり,遊んだりするよう

に教示したうえで,乳児が覚醒しているが授乳さ

れていない場面を,5分間VTRで記録 してい

る｡VTRからは,looking,touching,vocalizing,

smile/laughといった母親と乳児の行動が,10秒

ごとにコード化されている｡また生後 3日目には,

乳児の個体差が母親の乳児に対する行動や態度に

影響 しているかもしれない とい う理由から,

BrazeltonNeonatalAssessmentScale(NBAS)

が施行されている｡また同時に,質問紙で母親の

自信 (meternalconfidence)の程度を測定するこ

とが試みられている｡この質問紙は,乳児を抱い
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たり,おむつを替えたり,入浴させたり,授乳し

たりするときなどに,それぞれ最もうまくやれる

のは,母親自信,母親自身の母親,夫,医者,看

護婦,経験豊かな他の母親のいずれであるかを選

択させるものである｡

生後4-6遇では,31組の母子に実験室に来て

もらい,NBASの再検査と母子相互作用場面が観

察されている｡また母親の自信を測定する質問紙

も再施行されている｡

生後6カ月では,母親の自信を測定する質問紙

を郵送し,25名の母親から回収している｡

生後1年では,21組の母子に実験室に来室して

もらい,BayleyScalesofInfantDevelopment

を施行している｡また母子相互作用をVTRで記

録し,生後2-3日の場合と同じ方法で行動が分

析されている｡

結果は2種板の方法で整理されている｡第1は

サンプルを分離群と非分離群に分けて分析する方

法であり,第2は,非分離群の平均接触時間であ

る22時間を区切りにして,高接触群(22時間以上)

と低接触群 (22時間未満)とに分けるものである｡

Sostekらは,第1の分け方を母親のパーソナリテ

ィとは無関係な純粋に医学的理由から母子の接触

時間に差が生じた場合であり,第2の場合の接触

時間の多寡は,母親の態度によって決定されたも

のとみなしている｡

図6は,上段が高接触群と低接触群,下段が分

離群と非分離群の結果を示したものである｡この

図から,高接触群と低接触群 (P<.05)の場合に
ち,分離群と非分離群 (P<.05)の場合にも,柄
院での母子接触の少なさが,新生児期では母親の

乳児に対する自信の程度と非常に関連しているこ

とが知られよう｡しかし生後1カ月と6カ月では,

両群問に有意差がなくなっているのである｡

また生後 3日目に行われたNBASの結果に

は,高接触群と低接触群に差がなく,母親の自信

の程度は乳児の行動特徴と関係がないとされてい

る｡

そして母子相互作用場面で観察された母親行動

には,どの年齢においても接触条件の違いによる

差異がなく,1歳時に行われたBayleyの発達検

査でも群間差はみられなかったのである｡

以上のような結果から,Sostekらは母親の乳児
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図6.新生児期､生後1カ月､6カ月時における母親の

自信 (FromSosteketaI.1982)

を養育する自信は新生児期においてのみ低接触群

と分離群で低められるとし,出産直後の母子接触

は一時的な効果しか母親に与えないとしている去

earlyandextendedcontactが短期効果をもつ

ことを示 している研究 としてほ,そのほかに

Hopkins,∫.B.&Vietze,P.M.(1977),Peterson,

G.H.& Mehl,LE.(1978),Anisfeld,E.&

Lipper,E.(1981)などの研究が存在する (Lamb,

1983)0
〔8-I.E〕
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